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賃賃金金・・単単価価引引きき上上げげ、、予予算算要要求求
七
月
八
日
、
東
京
日
比
谷
に

て
「
七・八
賃
金・単
価
引
き
上

げ
、
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大

会
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
第
一
会
場
の
日

比
谷
公
園
大
音
楽
堂
と
第
二
会

場
の
日
比
谷
公
会
堂
に
は
、
あ

い
に
く
の
天
気
に
も
関
わ
ら
ず
、

全
国
よ
り
四
十
九
県
連
、
四
、

四
一
八
人
も
の
仲
間
達
が
集
結

し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
議
長
団
選
出
後
、

全
建
総
連
の
三
浦
中
央
執
行
委

員
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
し
、
続
い
て
、
全
建
総
連
の

下
川
副
中
央
執
行
委
員
長
が
交

渉
団
代
表
と
し
て
決
意
表
明
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
政
党

（
自
民
・
民
主
・
公
明
・
維

新
・
共
産
・
社
民
・
生
活
）
の

代
表
者
よ
り
連
帯
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
各
政
党
の
代
表

者
に
対
し
て
、
三

浦
中
央
執
行
委
員

長
よ
り
要
請
書
が

そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
基
調
報
告

の
中
で
、
全
建
総

連
の
勝
野
書
記
長

は
、「
若
者
の
建

設
産
業
へ
の
入
職

と
技
能
労
働
者
の

待
遇
改
善
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
、

賃
金
・
単
価
の
引

き
上
げ
、
法
定
福

利
費
の
確
保
や
社
会
保
険
へ
の

加
入
促
進
を
評
価
、
推
進
し
て

き
た
が
、
例
え
ば
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ

て
も
、
現
場
で
働
く
技
能
労
働

者
・
職
人
の
賃
金
は
十
分
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
建
設

業
界
が
一
つ
に
な
っ
て
、
賃

金
・
単
価
の
引
き
上
げ
と
技
能

労
働
者
の
待
遇
改
善
を
進
め
る

事
が
必
要
だ
」、「
所
得
の
高
い

国
保
組
合
の
補
助
が
削
減
さ
れ

る
等
、
建
設
国
保
組
合
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
さ
が
増
し
て

い
る
。
建
設
国
保
の
来
年
度
の

補
助
金
を
、
少
な
く
と
も
現
行

水
準
で
確
保
出
来
る
よ
う
強
く

要
求
し
て
い
く
」
等
と
訴
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
決
意
表
明
、
決
議

提
案
・
採
択
を
経
て
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
に
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
閉
会
後
は
、
東
京

駅
ま
で
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。県

民
へ
呼
び
か
け
〜
全
国
で
展
開
・
長
崎
で
も
〜

全
建
総
連
街
宣
車
で
宣
伝
行
動

六
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日

に
消
費
税
引
き
上
げ
反
対
の
た

め
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の

巡
回
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

景
気
回
復
の
実
感
が
な
く
、

物
価
上
昇
や
医
療
・
年
金
な
ど

社
会
保
険
の
負
担
感
が
重
く
の

し
か
か
る
中
で
、
全
建
総
連
は

全
国
で
消
費
税
引
き
上
げ
反
対

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
走
ら
せ

て
い
ま
す
。

六
月
二
十
四
日
に
熊
本
建
労

か
ら
全
建
総
連
の
宣
伝
カ
ー
を

引
き
継
ぎ
、
翌
日
か
ら
長
崎
県

内
を
巡
回
。

約
百
キ
ロ
の
道
程
で
「
消
費

税
引
き
上
げ
廃
止
」
訴
え
、
翌

日
は
佐
賀
県
連
へ
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
透
明
で
補
助
制
度

が
大
き
く
変
更
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
中
、
長
建
国
保
に
対
す

る
現
行
補
助
水
準
の
維
持
に
向

け
組
合
で
組
合
員
・
家
族
の
皆

様
に
ハ
ガ
キ
要
請
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
所
、
一
万
六
千

四
百
九
十
二
通
の
要
請
ハ
ガ
キ

を
集
約
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
中
央
、
大
浦
、
東
長
崎
、

浦
上
東
、
諫
早
、
大
村
、
佐
世

保
中
央
、
佐
世
保
東
、
佐
世
保

北
、
北
松
、
平
戸
の
十
一
支
部

が
組
織
数
の
二
・
五
倍
と
い
う

目
標
を
達
成
し
、
中
で
も
佐
世

保
北
支
部
は
組
織
数
の
約
三
・

五
倍
を
達
成
し
、
取
り
組
み
に

対
す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
体
で
も
割
当
の

百
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
取
り

組
み
が
出
来
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し

た
。今

回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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熱中症に注意‼
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

建建
設設
国国
保保
のの
育育
成成
・・
強強
化化
をを
めめ
ざざ
しし

予予
算算
確確
保保
にに
向向
けけ
たた
行行
動動
がが
スス
タタ
ーー
トト

全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国
よよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりり
四四四四四四四四四四四
、、、、、、、、、、、四四四四四四四四四四四
一一一一一一一一一一一
八八八八八八八八八八八
名名名名名名名名名名名
ののののののののののの
仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲
間間間間間間間間間間間
ががががががががががが
集集集集集集集集集集集
結結結結結結結結結結結
！！！！！！！！！！！

16,492
ご協力ありがとう
ございました。

ハガキ要請行動
集計表

合計

950

580

1，079

1，150

1，411

650

1，344

1，596

1，062

980

1，300

1，369

1，530

820

561

110

16，492

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

書 記 局

合 計

～組合未加入の仲間を紹介してください～

組組織織拡拡大大・・増増勢勢ににごご協協力力をを！！
●仕事とくらしを守るために組織を大きくし
よう！
●組合が大きくなれば魅力やメリットも充
実・発展！
●きびしい今こそ仲間
の支えあい
多くの皆さんの協力
（紹介）が必要です！

中央総決起大会 7・8日比谷公園

平
成
二
十
八
年
度
国
保
組
合

予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
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若
年
技
能
者
が
育
つ
環
境
と
拡
大
を

六
月
二
十
三
日
㈫
午
後
七
時

半
よ
り
、
建
設
長
崎
本
部
会
館

に
て
青
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
こ
の
一
年

間
の
活
動
経
過
報
告
、

新
年
度
の
活
動
方
針

（
案
）、
そ
し
て
新
年

度
の
本
部
青
年
部
役
員

の
選
出
に
つ
い
て
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
、
青

年
層
組
合
員
六
十
名
、

支
部
役
員
十
三
名
、
本

部
四
役
七
名
、
専
従
役

員
四
名
、
書
記
局
十
一

名
、
合
計
九
十
五
名
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

青
年
部
活
動
に
関
す
る
意
見
や

本
部
行
事
に
対
し
て
の
提
案
な

ど
、
多
く
の
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
青
年

技
能
競
技
大
会
の
人
員
不
足
に

関
し
て
、
建
設
業
界
全
体
の
若

年
技
能
者
の
減
少
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
現
状
を
、
若
年
層
の
職

人
だ
け
で
な
く
事
業
主
に
対
し

て
も
周
知
徹
底
を
図
り
、
若
年

技
能
者
の
拡
充
を
目
指
そ
う
と

い
う
意
見
も
生
ま
れ
、
充
実
し

た
討
議
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
青
年
部
役
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
部
長
に
村
上
昌

也
さ
ん
（
諫
早
）、
副
部
長
に

多
胡
寿
文
さ
ん
（
佐
世
保
北
）、

向
井
文
康
さ
ん
（
西
彼
）、
事

務
局
長
に
山
下
洋
二
さ
ん
（
市

南
）、
幹
事
に
各
支
部
よ
り
二

十
七
名
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、
村
上
部

長
の
音
頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う

を
三
唱
し
、
今
年
の
青
年
部
大

会
は
終
了
し
ま
し
た
。（

牛
島
）

渡
邊
副
会
長（
十
五
年
間
）勇
退
、新
副
会
長
に
久
保
田
さ
ん
選
出

七
月
二
日
㈭
建
設
長
崎
本
部

に
て
、
主
婦
会
総
会
が
、
主
婦

会
員
・
本
部
役
員
・
、
書
記
局

員
含
め
総
勢
六
十
八
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
の
後
、
議
長
に
佐
世
保
北
支

部
倉
富
さ
ん
・
浦
上
東
支
部
森

さ
ん
を
選
出
し
、
馬
場
会
長
・

北
村
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

と
続
き
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て

坂
本
県
議
・
池
田
市
議
も
駆
け

つ
け
て
下
さ
り
、
情
勢
報
告
を

交
え
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

議
事
に
入
り
、
渡

邊
副
会
長
に
よ
る
平

成
二
十
六
年
度
の
活

動
経
過
報
告
の
後
、

二
十
七
年
度
の
活
動

方
針
（
案
）
を
馬
場

会
長
・
役
員
選
出

（
案
）
を
澤
山
事
務

局
長
よ
り
提
案
、
全
員
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
か
ら
本
部
理
事
、

二
十
三
年
か
ら
副
会
長
で
ご
活

躍
頂
い
た
渡
邊
克
子
さ
ん
が
今

期
で
勇
退
さ
れ
、
新
副
会
長
と

し
て
島
原
支
部
の
久
保
田
由
美

子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
体
制
で
の
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
決
意
を

確
認
し
、
山
形
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
北
消
防
署
の

本
村
さ
ん
に
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
通

救
命
講
習
が
あ
り
、
救
急
車
が

来
る
ま
で
の
応
急
手
当
て
の
大

切
さ
・
胸
骨
圧
迫
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
を
実
技
も
交
え
て
指
導
頂
き

ま
し
た
。
万
が
一
の
時
ど
れ
だ

け
冷
静
か
つ
迅
速
に
救
命
行
動

が
で
き
る
か
で
生
死
が
分
れ
ま

す
。
今
回
の
講
習
を
機
に
、
勇

気
を
も
っ
て
尊
い
命
を
救
え
る

よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

昼
食
時
流
れ
た

手
紙
〜
親

愛
な
る
子
供
た
ち
へ
〜
の
歌
詞

と
も
リ
ン
ク
し
、
午
後
か
ら
は
、

命
・
生
に
つ
い
て
考
え
る
一
日

に
も
な
り
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
総
会
で
し
た
。

（
値
賀
）

総
会
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
救
命
講
習
を

六
月
十
七
・
十
八
日
、
初
め

て
行
く
新
潟
県
を
楽
し
み
に
、

越
後
湯
沢
町
で
開
催
さ
れ
た
全

国
主
婦
交
流
会
に
大
浦
支
部
よ

り
小
淵
・
鳥
田
二
人
で
参
加
。

各
県
よ
り
参
加
さ
れ
た
ベ
テ
ラ

ン
の
皆
様
に
囲
ま
れ
不
安
な
ス

タ
ー
ト
。

全
体
会
で
は
、
集
団
的
自
衛

権
法
制
化
反
対
・
賃
金
単
価
引

き
上
げ
・
中
央
情
勢
報
告
や
全

国
主
婦
交
流
会
の
位
置
づ
け
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
主

婦
代
表
が
経
験
を
学
び
あ
い
活

動
発
展
、
活
性
化
を
し
て
い
く

た
め
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
特

別
講
演
で
は
、「
世
界
が
も
し

一
〇
〇
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
の

作
者
、
池
田
香
代
子
さ
ん
よ
り

印
税
の
話
・
思
想
的
な
話
・
教

科
書
問
題
・
物
事
の
真
意
を
見

る
目
を
持
つ
な
ど
の
内
容
で
、

話
に
つ
い
て
い
く
の
が
せ
い

い
っ
ぱ
い
で
消
化
不
良
の
状
態

で
し
た
。

分
散
会
は
、
一
分

会
十
二
名
程
度
で
、

皆
が
発
言
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
最

初
は
ド
キ
ド
キ
も
の

で
し
た
が
、「
主
婦

会
の
発
展
と
活
性
化

に
向
け
て
」
の
分
会

で
、
日
ご
ろ
の
私
た

ち
の
課
題
で
し
た
の

で
ス
ム
ー
ズ
に
仲
間
に
入
れ
ま

し
た
。
い
か
に
し
て
若
い
世
代

に
主
婦
会
活
動
に
興
味
を
持
っ

て
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
、
経

験
を
交
え
て
活
発
に
話
し
合
い

が
で
き
ま
し
た
。
若
い
世
代
が

求
め
て
い
る
活
動
を
考
え
実
施

す
る
た
め
に
、
青
年
部
と
の
連

携
を
密
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
も
ぜ
ひ
始
め
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な

二
日
間
で
、
越
後
湯
沢
で
し
か

見
ら
れ
な
い
「
青
い
ケ
シ
の

花
」
も
見
る
こ
と
が
で
き
感
激

で
し
た
。
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鳥
田
愛
子
）

平
成
二
十
七
年
度
長
崎
県
職

業
能
力
開
発
協
会
並
び
に
技
能

士
会
連
合
会
の
通
常
総
会
並
び

に
理
事
会
は
、
平
成
二
十
七
年

五
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
長
崎
で
開
催
さ
れ
、
知

事
・
市
長
代
理
・
県
議
、
役

員
・
事
務
局
総
勢
百
二
十
名
が

出
席
し
、
協
会
の
運
営
事
業
推

進
が
提
起
さ
れ
全
会
一
致
で
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

最
近
の
経
済
状
況
は
「
景
気

の
緩
や
か
な
回
復
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
現

況
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
一
つ

に
は
、
人
手

不
足
が
事
業

活
動
に
支
障

を
与
え
て
い

る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

更
に
、
昨

今
の
資
材
の

高
騰
も
経
営

に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま

す
。次

世
代
を
担
う
若
年
技
能
者

の
人
材
育
成
は
、
国
づ
く
り
の

基
本
で
あ
り
、
委
託
事
業
と
し

て
「
若
年
技
能
者
の
人
材
育
成

支
援
事
業
」
に
平
成
二
十
七
年

度
も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

昨
今
の
若
者
の
も
の
づ
く
り

技
能
離
れ
が
多
い
中
で
技
能
労

働
者
の
地
位
の
向
上
を
図
り
、

若
者
が
進
ん
で
技
能
者
を
目
指

す
環
境
整
備
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
日
本
の
成
長
の
軸

と
な
り
、
発
展
を
遂
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
産
業
の
基
盤
と
な

る
高
度
な
技
能
を
有
す
る
技
能

者
の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

前
田
前
会
長
は
在
籍
二
十
二

年
間
の
間
多
く
の
実
績
を
残
し

退
任
さ
れ
ま
し
た
が
参
与
と
し

て
今
後
も
ご
指
導
を
頂
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
田
氏
の
退
任
に
当
り
長
崎

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
後
任
に
は
蒲
原
県

技
能
士
会
会
長
が
就
任
し
ま
し

た
。今

後
共
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
報
告
と
し
ま
す
。

本
部
青
年
部
大
会
・
九
十
五
名
が
参
加

本
部
主
婦
会
総
会
六
十
八
名
が
集
う

長崎県技能検定協会
（故）久保 勘一 昭和44年10月～昭和46年5月 1．5年
（故）江口 利作 昭和46年6月～昭和54年3月 7．7年

長崎県職業能力開発協会
（故）江口 利作 昭和54年4月～平成3年11月 11．6年
（故）西村 文夫 平成3年11月～平成5年5月 1．5年

前田 富雄 平成5年5月～平成27年5月 22年

全 国 主 婦 交 流 会
新潟県越後湯沢町で開催

小淵さん、鳥田さん（大浦）参加

長長崎崎県県職職業業能能力力開開発発協協会会
通通常常総総会会でで前前田田富富雄雄氏氏がが勇勇退退
会会長長にに2222年年在在籍籍 ごご苦苦労労様様ででししたた。。

新年度青年部スタッフ
あいさつする馬場会長

歴代の協会会長

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第601号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2015年（平成27年）7月15日発行
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27
年
7月
まで
!

28年
8月から

旧
新

切替え

多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡
回型による健康診断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも
ぜひこの健康診断を年に一度の健康チェックとしてご活用いた
だきますようご案内いたします。

巡回健診の
ご案内

■ 受診対象者
受診対象者は、平成27年4月1日現在
で長建国保に加入している40歳以上の方
（同日現在の加入者で平成28年3月31日
までに40歳になる方を含む）で、長建国
保の特定健診受診券の交付を受けている
方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担

2，000円で基本検査項目を受診すること
ができます。

■ 受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記
入の上、実施日の2週間前までに組合窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095‐862‐6246
○郵送の場合：〒852‐8021

長崎市城山町29‐26長建国保宛
※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、
詳細な受診案内書が送付されますので必ずご確認下さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を
直接予約すると受診できます。お仕事などで決められた
日時に受診できなかったときも再度予約すれば受診でき
ますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早
めに受診いただくことをおすすめします。

七
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
七

十
五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
る
ま
で
の
期
間
、
長
建

国
保
よ
り
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
本
年
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
た
め
、
八
月
一

日
以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
の
交
付
（
切
替
）
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
病
院
等
で
受
診
さ

れ
る
際
に
は
保
険
証
と
一
緒
に

病
院
窓
口
に
提
示
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
回
切
替
の
対
象
と
な
る
皆

様
に
は
、
長
建
国
保
事
務
局
よ

り
高
齢
受
給
者
証
の
切
替
案
内

を
封
書
に
て
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▼
所
得
証
明
書
の

ご
準
備
を

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
平
成
二
十

六
年
分
（
平
成
二
十
六
年
一
月

〜
十
二
月
）
の
収
入
金
額
に
係

る
所
得
金
額
（
課
税
標
準
額
）

を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
皆
様
に
は
、
必

要
書
類
を
ご
準
備
の
上
、
本
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
切
替

の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
の
上
、

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
下
さ
い
。

▼
住
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
方

＝

公
的
証
明
書
が
必
要＝

平
成
二
十
七
年
度
の
市
県
民

税
が
非
課
税
と
な
る
方
（
納
税

額
が
〇
円
と
な
る
方
）
は
、
一

カ
月
毎
の
病
院
代
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
住
民

税
窓
口
に
て
世
帯
全
員
分
（
長

建
国
保
加
入
者
の
み
）
の
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
組
合
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。
詳
し
く
は
所
属
支
部
又
は

長
建
国
保
（
☎
〇
九
五－

八
六

二－

八
四
六
三
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

特特定定保保健健指指導導のご案内
■健康管理のプロが
あなたの健康づくりを
サポートします！
特定健診や巡回健診、人間ドックを
受けた結果、高血圧や脂質異常等の生
活習慣病の要因とされる内臓脂肪症候
群（メタボリックシンドローム。以下
「メタボ」）の状態にある、またはそ
の予備軍であると判定された方に対し
ては、医師や保健師、管理栄養士によ
る生活習慣病の改善と予防のための支
援（保健指導）が実施され、該当する
方は無料で利用することができます。
○情報提供
《メタボのリスクが少ない方》
健診結果から現在の健康状態を把握
し、健康的な生活を送るための生活習
慣の見直しや改善に役立つ情報を提供
します。
○動機付け支援
《リスクが現れはじめた段階の方》
原則1回の指導で、生活習慣の改善
点に気づき自ら目標を設定し行動に移
すことができるような支援を行います。
○積極的支援
《リスクが重なり出した段階の方》
3～6カ月間、積極的な指導が行わ
れ、健診結果の改善に向けて自分で実
践できる目標を選択し、継続的に実行
できるような支援を行います。

■保健指導の対象者には
無料で支援が受けられる
利用券をお送りします。
メタボ有病者、予備軍であると判定
された方に対しては、無料で保健指導
が利用できる特定保健指導利用券を組
合よりお送りします。この利用券が届
きましたら組合指定の実施医療機関
（右記参照）にお申し込み下さい。ご
自身の現在の健康状態を理解いただく
とともに、これまでの生活習慣に対す
る改善点等を専門家がわかりやすく解
説し、改善すべき点等はお互いに話し
合いながら無理のない実践計画を提案
します。

受診券の他に①「特定健診実施機関
一覧表」②「質問票」③「巡回健診申込
書」④「特定健診受診券」を同封して
いますので是非ご覧下さい。

特定健診のご案内と
受診券を郵送しました

自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

長建国保に1年以上加入している40～75歳
未満の方で、特定健診受診券の交付を受けて
いる方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載され
ている医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することが
できません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願
いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝
機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査
も行います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる
場合があります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はあ
りません。
受診券に記載されている有効期限までに受診
して下さい。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

長
建
国
保
だ
よ
り

■ 平成27年度 巡回健診実施予定会場
（下記会場の中からお選び下さい。）

会 場
平戸文化センター
（平戸市岩の上町1529）
佐々町文化会館
（北松浦郡佐々町本田原免146）
佐世保市民会館
（佐世保市花園町10‐19）
建設長崎島原支部
（島原市門内町丙988‐8）

※申込数が規定数に届かなかった会場は、やむを得ず中止する可能性がありますのでご了承下さい。

時 間

9時～12時

9時～12時

9時～12時

9時～12時

実 施 日
平成27年
9月6日㈰

平成27年
9月13日㈰

平成27年
11月8日㈰
平成27年
11月29日㈰

■ 受診に必要なもの
○特定健康診査受診券
○保険証
○健診機関から送付される
受診票（記入してお持ち
下さい。）
○実費（選択検査申込者の
み）
○検査用容器など

《選択検査項目》
（希望者のみ・全額自己負担）

○肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円）
○胃がん検査（2，500円）
○喀痰細胞診
（肺がん三日間蓄痰 3，500円）
○大腸がん検査（1，300円）
○前立腺がん検査（2，000円）
○子宮頚がん検査
（自己採取法 2，500円）

※選択検査を受診される方は上記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。

■ 巡回健診の検査項目
《基本検査項目》
（受診券利用で自己負担なし）

○身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）
○血圧測定
○医師問診 ○尿検査（尿糖・尿蛋白）
○血液検査（脂質検査・肝機能検査・血
糖検査）
○胸部レントゲン検査 ○腎機能検査
○心電図検査 ○貧血検査
○痛風検査 ○視力・聴力

70歳以上の皆様へ
■毎年8月は
『高齢受給者証』の切替時期です

■保健指導対象者に該当したら、“保健指導”を受けましょう。
平成27年度 保健指導実施医療機関

市町名 実施医療機関 電話番号 動機付
支援

積極的
支援

長 崎 市

社会医療法人春回会井上病院 095‐843‐3777 ○ ○
医療法人社団昭成会岩永医院 095‐845‐8666 ○ ○
医療法人社団健昌会新里クリニック浦上 095‐813‐1234 ○ ○
医療法人徳州会長崎北徳州会病院 095‐857‐3000 ○ ○
社会医療法人長崎記念病院 095‐871‐1515 ○ ○
医療法人共生会長崎友愛病院 095‐892‐0630 ○ ○
医療法人稲仁会三原台病院 095‐846‐8585 ○ ○
十善会病院 095‐821‐1214 ○ ○

佐世保市

吉田内科小児科医院 0956‐26‐5600 ○ ○
橘川内科医院 0956‐22‐5356 ○ ×
佐世保同仁会病院 0956‐23‐4181 ○ ○
千住病院 0956‐24‐1010 ○ ○
京町内科病院 0956‐25‐2255 ○ ○
田中病院 0956‐23‐5308 ○ ○
佐世保市中央病院 0956‐33‐7151 ○ ○
西村内科外科胃腸科医院 0956‐64‐3151 ○ ×
西九州健康診断本部診療所 0956‐34‐4050 ○ ○

諫 早 市

諫早総合病院 0957‐22‐6717 ○ ○
医療法人祥仁会西諫早病院 0957‐25‐8860 ○ ○
日本赤十字社長崎原爆諫早病院 0957‐43‐2111 ○ ○
医療法人三佼会宮崎診療所 0957‐25‐2050 ○ ○
長崎県健康事業団 0957‐43‐7131 ○ ○
日本健康倶楽部長崎支部 0957‐43‐6103 ○ ○

大 村 市

医療法人明和会伊崎脳神経外科・内科 0957‐54‐4230 ○ ○
秋櫻醫院 0957‐53‐9990 ○ ○
医療法人仁寿会南野病院 0957‐54‐5551 ○ ○
市立大村市民病院 0957‐52‐2161 ○ ○

平 戸 市

医療法人医理会柿添病院 0950‐23‐2151 ○ ○
医療法人裕光会谷川病院 0950‐57‐0045 ○ ○
国民健康保険平戸市民病院 0950‐28‐1113 ○ ○
平戸市立生月病院 0950‐53‐2155 ○ ○
医療法人光佑会北川病院 0950‐22‐2344 ○ ×

五 島 市 山下医院 0959‐72‐3520 ○ ×
時 津 町 長崎百合野病院健診センター 095‐882‐2550 ○ ○

長 与 町
長崎けやき医院 095‐840‐5111 ○ ○
女の都病院 095‐847‐8383 ○ ×

西 海 市 真珠園療養所 0959‐28‐0038 ○ ○

南島原市
医療法人博愛会哲翁病院 0957‐86‐3226 ○ ○
医療法人栄和会泉川病院 0957‐72‐2017 ○ ○

雲 仙 市 公立新小浜病院 0957‐74‐2211 ○ ○
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大型機械など倉庫に眠っていませんか？

〇〇工務店 TEL 000-000-0000

〇〇工務店へ〇〇工務店へ〇〇工務店へ

A タイプ B タイプ

西彼
支部
旅行会

中央
支部

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

横
の
繋
が
り
深
ま
る

〜
萩
・
津
和
野
方
面
〜

六
月
十
四
日
㈰
〜
十
五
日
㈪

萩
・
津
和
野
へ
支
部
旅
行
会
を

バ
ス
二
台
六
十
六
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

二
年
に
一
度
の
支
部
旅
行
会
。

毎
回
六
月
頃
に
開
催
し
て
お
り
、

梅
雨
時
期
で
雨
が
心
配
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
気
合
い
に
萩
・

津
和
野
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
観

光
も
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

朝
六
時
四
十
五
分
に
長
与
を

出
発
し
西
海
方
面
へ
参
加
者
を

乗
せ
な
が
ら
の
行
程
。
全
員
揃

う
ま
で
に
一
時
間
半
経
過
し
た

と
こ
ろ
で
、
植
田
支
部
長
よ
り

挨
拶
と
乾
杯
が
あ
り
ま
し
た
。

萩
ま
で
の
行
程
は
と
て
も
長

い
で
す
が
、
飲
ん
で
歌
っ
て
の

大
宴
会
で
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

は
話
す
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

ま
ず
、
関
門
海
峡
で
昼
食
。

足
元
が
回
転
し
綺
麗
な
景
色
が

3
6
0
度
楽
し
め
る
会
場
の
ハ

ズ
で
し
た
が
、
当
然
ア
ル
コ
ー

ル
が
入
り
ま
す
。
回
転
す
る
足

元
の
せ
い
な
の
か
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
せ
い
な
の
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
食
べ
終
わ
る
と
、
皆

さ
ん
足
元
が
フ
ラ
フ
ラ
で
し
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
大
河
ド
ラ

マ
「
花
燃
ゆ
」
の
記
念
館
と
萩

市
内
、
松
陰
神
社
を
観
光
し
ま

し
た
。

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
か
ら
は
暫

し
休
憩
。
宴
会
ま
で
の
間
、
温

泉
や
お
土
産
の
買
い
物
な
ど
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
宴
会
の
時
間
と
な
り
、

バ
ス
の
中
や
昼
食
会
場
な
ど
ア

ル
コ
ー
ル
の
絶
え
る
こ
と
が
な

か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
当
然
の

ご
と
く
大
宴
会
と
な
り
、
カ
ラ

オ
ケ
も
始
ま
り
、
二
時
間
、
組

合
員
さ
ん
同
士
、
奥
様
同
士
で

交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
一
路
、
島
根
県
津
和

野
へ
。
太
鼓
稲
成
神
社
に
て
、

商
売
繁
盛
の
祈
願
を
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
津
和
野
の
町
を
散

策
し
た
後
、
帰
路
へ
つ
き
ま
し

た
。二

日
目
は
さ
す
が
に
疲
れ
で

車
内
も
静
か
に
な
る
か
と
思
い

き
や
、
引
き
続
き
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
大
賑
わ
い
。

準
備
し
て
い
た
お
酒
や
お
つ

ま
み
も
買
い
出
し
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
皆
さ
ん
の
体
力
に
終
始

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔

や
話
し
声
を
聞
き
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
西
彼
支
部
の
横
の
繋

が
り
が
更
に
深
く
強
く
な
っ
た

も
の
と
実
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
や
は
り
忘
れ
物
は

お
約
束
で
す
ね
。（
松
園
俊
輔
）

五
月
九
日
㈯
、

十
日
㈰
、
会
員
十

二
名
中
十
名
の
参

加
で
、
親
睦
旅
行

を
兼
ね
て
、
山
口

県
湯
田
温
泉
に
お
い
て
、
平
戸

業
者
会
総
会
を
執
り
行
い
ま
し

た
。乗

車
時
は
生
憎
の
雨
で
し
た

が
、
午
後
か
ら
は
雨
が
上
が
り
、

門
司
レ
ト
ロ
・
瑠
璃
光
寺

を
見
学
し
、
早
速
ホ
テ
ル

に
入
り
総
会
を
行
い
ま
し

た
。今

回
は
、
三
月
に
労
災

死
亡
事
故
が
あ
り
、
安
全

管
理
・
労
災
の
手
続
き
等

の
質
問
や
、
成
長
戦
略
に

お
け
る
平
戸
市
の
委
員
会

に
寺
田
会
長
が
就
任
さ
れ
、

今
後
の
平
戸
市
に
つ
い
て

熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

懇
親
会
に
は
平
戸

か
ら
車
を
運
転
し
て
、

取
引
業
者
一
社
が
参

加
頂
き
、
和
気
藹
々

な
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
総
会

も
終
わ
り
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
気
持
ち
で
、

防
府
天
満
宮
で
厳
か

に
参
拝
。
花
燃
ゆ
の

ド
ラ
マ
館
で
は
、
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
方

は
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
次
、
四
国

に
渡
り
た
い
と
い
う
方
や
、
い

や
そ
こ
は
行
っ
て
何
も
な
か
っ

た
と
か
、
総
会
が
終
わ
っ
て
間

も
な
い
の
に
、
来
年
の
総
会
の

話
な
ど
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

二
日
間
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（
渕
上
武
司
）

五
島
分
会
で
は
、

七
月
一
日
㈭
か
ら

二
日
㈮
に
か
け
て
、

分
会
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

初
日
は
下
五
島

の
福
江
文
化
会
館

で
開
催
し
、
七
名

の
組
合
員
さ
ん
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
実
施
し
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が

大
好
評
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
も

開
催
す
る
こ
と
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
上
五

島
の
栄
会
館
で
開
催
し
、
二
名

の
組
合
員
さ
ん
参
加
の
下
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
上
五
島
を

ど
の
よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
く

か
と
の
お
話
を
聞
き
、
地
元
に

対
す
る
深
い
愛
情
を
感
じ
ま
し

た
。私

は
五
島
担
当
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
三
度
分
会
会
議
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
書
記

局
の
異
動
に
伴
い
、
こ
れ
が
最

後
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
よ
り
団
結
を
深
め

一
人
で
も
多
く
の
方
に
組
合
の

魅
力
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

（
森

一
公
）

臼
杵
・
中
津
を
堪
能

〜
賑
や
か
な
楽
し
い
旅
行
会

梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
、
六
月

二
十
一
日
㈰
〜
二
十
二
日
㈪
中

央
支
部
で
は
十
八
人
の
参
加
で

恒
例
の
支
部
旅
行
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
臼
杵
・
中
津
方
面

を
旅
し
て
き
ま
し
た
。

最
初
の
見
学
地
は
臼
杵
の
石

仏
で
す
。
臼
杵
は
磨
崖
仏
、
四

群
五
十
九
体
は
、
平
成
七
年
六

月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
と
の

事
で
、
木
彫
り
と
見
間
違
う
程

の
見
事
な
彫
刻
技

術
と
数
量
。
質
の

高
さ
に
お
い
て
は
、

日
本
を
代
表
す
る

磨
崖
仏
群
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

次
は
臼
杵
市
内
の

街
並
み
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
同

行
で
観
光
。
街
中

に
小
手
川
と
い
う

酒
店
に
「
白
寿
」

と
い
う
酒
が
あ
っ
て
、
飲
む
と

九
十
九
歳
ま
で
長
生
き
す
る
と

い
う
こ
と
で
試
飲
さ
せ
て
貰
い
、

と
て
も
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
着
い
て
、
一
日
目

の
疲
れ
を
温
泉
で
癒
や
し
た
後

は
、
夜
の
宴
会
が
ス
タ
ー
ト
。

い
つ
も
通
り
カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛

り
上
が
り
、
踊
り
も
飛
び
出
し

一
層
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
か
ら
中
津
方

面
へ
。
中
津
城
、
黒
田
官
兵
衛

資
料
館
、
福
沢
諭
吉
邸
を
見
学
。

福
岡
に
入
り
、
明
治
か
ら
大

正
に
か
け
筑
豊
を
中
心
に
全
国

で
も
上
位
の
炭
鉱
経
営
者
で

あ
っ
た
旧
蔵
内
邸
の
豪
華
大
邸

宅
に
行
き
ま
し
た
。
贅
を
尽
く

し
た
建
物
は
、
玄
関
だ
け
で
十

五
坪
あ
り
土
間
や
腰
壁
に
は
大

理
石
、
天
井
に
は
屋
久
杉
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
財
力
を
象
徴

す
べ
く
良
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
用

い
、
見
る
も
の
を
圧
倒
さ
せ
、

池
を
望
む
優
美
な
庭
園
は
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
昼
は
、
少
し
北
上
し
行
橋

市
内
の
ホ
テ
ル
で
頂
き
ま
し
た
。

最
後
の
お
買
い
も
の
を
福
岡
観

光
会
館
は
か
た
で
済
ま
せ
、
一

路
長
崎
へ
。

二
日
間
道
中
は
カ
ラ
オ
ケ
を

歌
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案

内
を
聞
い
た
り
し
て
、
今
年
も

賑
や
か
で
楽
し
い
旅
行
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。 ※倉庫の片付け処分、買い取り
好評を得ております‼http://seikatusupport.blog104．fc2．com/

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�

生活サポート館 TEL·FAX(0956)49-3321
佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

鉄基礎型枠、ピケ足場、軽トラ、2t ダンプ、大工道具 etc
買い取り・販売・委託販売 ※売らなくても質預り大歓迎！！

来年どこか、早くも楽しみ
平戸官公需業者会

総会兼旅行会

団結深め、拡大を
～これまでのご協力に感謝～

五島
分会

花燃ゆ大河ドラマ館にて

中津城にて

今後の平戸市について、熱く討議

毛利氏庭園にて

上五島の皆さん下五島の皆さん
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